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2024 年 ２ 月 13 日 

各 位 

会  社  名  共 同 ピーアール株 式 会 社 

代表者名 代表取締役 谷  鉄也 

 （コード番号：２４３６） 

問合せ先 取締役コーポレート本部本部長 信澤 勝之 
 （ＴＥＬ ０３－６２６０－４８５０） 

 

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 
当社は、2024年度から2026年度の３ヵ年を対象期間とする中期経営計画「Ｎｅｗ’Ｓ Ｄｅｓｉｇｎ Ｃｏ

ｍｐａｎｙ」（以下、中期経営計画）を策定し、本日開催の取締役会において決議いたしましたので、その概要

について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1. 中期ビジョンと目指す姿 

（１） 中期ビジョン 

価値あるコンテンツを最も多く創る 

『Ｎｅｗ’Ｓ ｄｅｓｉｇｎ ｃｏｍｐａｎｙ』 

 

（２） 中期経営計画で目指す姿 

・効果最大化に応えるための価値あるニュースを創る。 

・デジタル化でＰＲと広告の市場を融合する。 

・ステークホルダーと共に“デジタルで未来をｄｅｓｉｇｎする”。 

 

（３） 中期ビジョン実現に向けた２つの重点戦略 

① ヒットするＰＲメソッドを科学的に創る 

・プロセスの見える化と効果実感に挑戦 

ⅰ.ニュースを創る力 

ⅱ.モノ/コトを広く届ける力 

ⅲ.プロセスの可視化（ＰＤＣＡ） 

ⅳ.本質的な課題解決能力 

      ・従来の共同ピーアールのアセット 

        ⅰ.優良な顧客基盤（数千社） 

        ⅱ.60年培ったメディアリレーション（10,000社） 

        ⅲ.ＳＡＫＡＥなどのデジタル支援サービス 

      ・成長ドライバー 

       『Ｄｉｇｉｔａｌ×Ｄａｔａ×Ｃｏｎｔｅｎｔｓ×ＡＩ×プロ人材』 

 

② 人的資本/知的資本 

・Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ 

 （PR-Professional、SNS MKT-Professional、DATA-Professional） 

・幹部人材の育成 

・若手リーダーの育成 
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（人的資本/知的資本 実現するための施策） 

ⅰ.働き甲斐のある環境・組織風土 

ⅱ.ノウハウ・スキルの向上と多様化 

ⅲ.データ・デジタル技術活用 

ⅳ.イノベーションの創出 

 

（４） 数値目標 

売上高は2023年対比で約1.5倍、営業利益は約２倍を目指してまいります。 

 2023年度実績 2024年度目標 2025年度目標 2026年度目標 

売上高 68.9億円 75億円 88億円 100億円 

営業利益 8.4億円 10.5億円 13億円 16億円 

 

2. 中期経営計画の概要 

（１） 数値目標 

 2023年度実績 2024年度目標 2025年度目標 2026年度目標 

売上高 68.9億円 75億円 88億円 100億円 

営業利益 8.4億円 10.5億円 13億円 16億円 

経常利益 8.6億円 10.5億円 13億円 16億円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 
4.8億円 5.8億円 7.3億円 9.0億円 

ＲＯＥ 16.5％ 18.0％ 22.0％ 25.0％ 

ＥＰＳ 56.56円 66.95円 80.00円 100.00円 

女性管理職割合 31.3％ 35.0％ 37.5％ 40.0％ 

男性育児休暇取得率 0％ 100％ 100％ 100％ 

男女間賃金格差 

（管理職） 
99.9％ 95％以上 95％以上 95％以上 

男女間賃金格差 

（非管理職） 
90.7％ 93％以上 95％以上 95％以上 

 

（２） 中期経営計画の事業戦略 

① ：ＰＲ事業 

 戦略的パートナーとして、より川上のマーケティングへ 

 PR-DX化によるコンサルティング業務の高度化 

  ・PR-Professionalの育成と成長機会の提供 

・マーケティングPR領域の拡充 

  ・経営課題にマッチした新規事業の創出 

  ・事業提携の強化 

・新規のお取引様強化におけるインバウンド受注率向上 

  ・リテイナーサービスの増加 

  ・AI活用による質の向上/効率性の向上 

② ：インフルエンサーマーケティング事業 

 Ｚ世代を中心とした女性マーケティングにおけるリーディングカンパニー 

  ・コンテンツ×マーケティング事業へ 

  ・インフルエンサー×ソーシャルメディアマーケティング 

  ・美容市場の領域へ事業拡大 【新たな価値創造】 
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 世界の未来を可視化する～データドリブンな組織への支援～ 

  ・営業力の強化 

  ・データ収集事業、ストックビジネスの着実な成長 

  ・データ分析事業の安定化と横展開 

  ・ＡＩ事業にフォーカス 

 

（３） ESGへの取り組み 

「みんなで考えるＳＤＧsの日」を制定したＰＲ総研など、本業を積極的に進めることでＳ

ＤＧs（持続可能な開発目標）を踏まえたＥＳＧ・ＣＳＶの推進を通じ、日本経済の持続

的・安定的成長に貢献してまいります。 

 

本中期経営計画の詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

以 上 
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ニュースを創り続けて
60年

( 百 万
円 )2024年 創立60周年
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新社長のＰｒｏｆｉｌｅ

P r o f i l e
石栗 正崇（いしぐり まさたか）
 略歴  B to B / B to C マーケティング、メディア、デジタル領域で実績

2001年４月 株式会社アックスコンサルティング 入社
2004年１月 株式会社サイバーエージェント 入社
2006年４月 同社インターネット広告事業本部 局長
2008年10月 同社グループ会社 代表取締役社長
2012年６月 株式会社アイスタイル 入社
2015年７月 同社執行役員オンプラットフォーム事業統括

 兼同社人事本部 人材開発タスクフォース長
    兼同社グループ会社 代表取締役社長

2022年９月 当社 事業戦略室 室長
    2023年１月 当社ＰＲアカウント第２本部本部長兼 事業戦略室 室長（現任）

2023年３月 当社取締役（現任）
2024年３月 当社代表取締役就任予定
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共同P Rとは

2024年 創立60周年
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メディアリレーションを活かした
最も歴史あるPR企業から

( 百 万
円 )

2024年 創立60周年
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次の共同ピーアールグループ Mi ss i on

価値あるコンテンツを最も多く創る

( 百 万
円 )

次の3年は

New‘S design company
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次の共同P Rグループ× Core Va l u e

Digital Data

ContentsAI プロ人材

成長ドライバー

効果最大化に応える為の、価値あるニュースを創る

( 百 万
円 )

×design

【従来の共同PRのアセット】

・優良な顧客基盤（数千社）
・60年培ったメディアリレーション(10,000社)
・SAKAEなどのデジタル支援サービス

価値あるコンテンツを最も多く創る
New‘S design company
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ＰＲ市場
約1,400億円強

(2022年度)

旧ＰＲ市場
約1,100億円

(2020年度)

1 , 4 0 0億円のP R市場から7兆円の広告市場にデジタルの力で本格参入

デ ジ タ ル化で P R と広告の市場が融合し、ターゲット市場が急拡大

 再定義：PR効果＝マーケティングPR（≒経営課題解決）
 様々な効果と向き合うためには、広告市場の特にデジタル領域への参入が不可欠
 デジタルの力で、効果的/効率的に効果を出せるソリューションを提供

広告/マーケティング
市場

約７兆円

当社営業ターゲット
の拡大マーケティング

大型案件

境界線がなくなりつつあるPOINT

ＰＲ
テクノロジー

ＰＲ
エグゼキューション

ターゲット市場の
拡大を図る

7
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2 0 2 6年 中期目標
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マルチステークホルダーとの共創

ステークホルダーと共に“デジタルで未来をdesignする”

AI・ビッグデータソリューション
インフルエンサーマーケティング

広報・PR／マーケティング

医療／メディカルPR エンタメコンテンツ
PR

地方広告会社18社による
コンソーシアム

エンタメ特化
デジタルエージェンシー

顔認証マーケティング
デジタルマーケティング

顧客・生活者

株主・投資家 従業員

NPO・NGO

地域社会

取引先 WEB

新聞

学生・大学政府・行政 テレビ

雑誌

マルチステークホルダーとの共創

SNS

タレント

パートナー

デジタル
コンテンツ
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ヒットするP Rメソッドを科学的に創る

プ ロ セ スの見える化と効果実感に挑戦

効果最大化におけるpoint
● ニュースを創る力
● モノ/コトを広く届ける力
● プロセスの可視化（PDCA）
● 本質的な課題解決力

＊マーケティングファネルとは：顧客が製品やサービスを認知してから購入に至るまでの流れを図式化したフレームワーク

グループのプロダクト

10
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ヒットするP Rメソッドを科学的に創る

創業来、大切にしているメソッド

“鳥の目”で全体を、
“虫の目”で現状を、
“魚の目”で世の中の変化をつかむ。

（仮）New‘S design studio 
設立予定

グループ資産を集結し強化

11
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グループ最重要事項：人的資本/知的資本－Pro fe ss i on a l i smの追求

・Professional Standard
 ・PRｰProfessional・SNS MKT－Professional・DATA-Professional

・幹部人材の育成
・若手リーダーの育成

ノウハウ・スキル
の向上と多様化

・経営戦略にそった人材
ポートフォリオ

・リスキリング
・コンサルティングの

DX化による質の向上

イノベーションの
創出

・新規事業、M&A
・アルムナイネットワー
クの形成

・グループ企業内の連携
（共創型）

働き甲斐のある
環境・組織風土

・従業員エンゲージメン
ト向上

・多様な人材の受入れ
・リアルとオンラインの
ハイブリッドな環境

データ・デジタル
技術活用

・DX体制の構築
・オンライン、電子化
・AI導入による個人の
能力向上

12
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人的資本の最大化

13

定義した
Pro人材の
スキル評価

育成機会の
提供/研修等

適正配置
スキル発揮
機会の提供

スキルの

定義

【人材育成のメソッド】 【人材育成のマイルストーン】

Professional
Standard

マインド醸成・カルチャー理解

行動力・実行力の養成

ジェネラリスト

問題解決能力

課題
解決

幹部育成

次世代育成

高度技術の習得

能力拡大・熟練

専門性リーダーシップ

経営者マインド

挑戦

折衝

価値発揮/継承

デザイン思考

ジュニア

リーダー

エグゼクティブ
エキスパート
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A:事業別戦略～P R事業～

P R 事業

PR

危機管理広報

14

FY2023売上高 FY2026売上高

５２．８億円 ７０．５億円

戦略的パートナーとして、より川上のマーケティングへ

経営課題にマッチした新規事業の創出

事業提携の強化

PR-professionalの育成と成長機会の提供

Design

マーケティングPR領域の拡充
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A:事業別戦略～P R事業～

P R 事業

PR

危機管理広報
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FY2023売上高 FY2026売上高

５２．８億円 ７０．５億円

PR-DX化によるコンサルティング業務の高度化

リテイナーサービスの拡充

新規のお取引様強化におけるインバウンド受注率向上

Design

AI活用による質の向上/効率性の向上
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B：事業別戦略～インフルエンサーマーケティング事業～

イ ン フ ルエンサーマーケティング事業

SNS 
MKT

Z世代を中心とした女性マーケティングにおける
リーディングカンパニーになる

16

■プロダクション事業

FY2023売上高 FY2026売上高

８．３億円 １５．９億円

Design

■インフルエンサー

■美容市場の領域へ事業拡大 【新たな価値創造】

コンテンツ マーケティング事業へ

ソーシャルメディア
マーケティング
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B :人的資本 /知的資本－人材基盤・ノウハウ～インフルエンサーマーケティング事業～

17

・ティーン女子～F1層のインサイトを幅広くカバーする
ミドル～パワーインフルエンサー/メディアを保有

10
AGE

342216 28

初めてコスメを買う 異性の目を気にする/彼氏ができる

13 19 25 31

憧れの人の真似をしたくなる 友達にデパコスをあげる

自分に合うコスメやおしゃれを追求する

就職 結婚

エイジングケアを気にする
出産

おさき さくら 星乃夢奈

新田さちか きりまる 田久保夏鈴 えみ姉

サラ

・インフルエンサー育成ノウハウ
サラ、星乃夢奈、さくら、おさき、めるぷち、MelTV、CulTVを育成・グロースさせてきた実績とノウハウは優位性が高い。
育成に真剣に向き合ってきたからこそ蓄積されたデータ・ノウハウ・制作力は、広告の出稿だけでなく、企画の立案・クリエイ
ティブ制作まで統合的なソリューション提供ができるポテンシャルがある。

DesignSNS MKT
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C :事業別戦略～A I・ビッグデータソリューション事業～

A I ・ビッグデータソリューション事業

Design
DATA

 プライシング
 ブランド保護
 企業リサーチ

 予実分析
 マーケティング分析
 プロジェクト分析

 需要予測
 売上予測
 故障検知

Platform Use Case

Web 
Scraping

BI

AI

世界の未来を可視化する

18

FY2023売上高 FY2026売上高

７．７億円 １３．６億円

 リード増（広告費、SEO対策、DLメディア）
 チャネルビジネス
 Tableau顧客へのクロスセル、顧客深耕
 汎用型クローラーの提供

 大企業向けのビジネスを拡大
 上流サービスへのシフト

 コミュニティ活動などDataikuの認知度向上施策
 Dataikuエンジニアの育成

Tactics

 ビジネススキルを
兼ね備えた人材の
育成

 営業部門×開発部
門

 上流工程（コンサ
ル）の人材育成

 オンライン講座の
活用

■営業力の強化 ■データ収集事業・ストックビジネスの着実な成長
■データ分析事業の安定化と横展開 ■AI事業にフォーカス

 プライシング
 ブランド保護
 企業リサーチ

 販売チャネルの拡大
 Webマーケティングの強化
 クロスセル・アップセル施策

 ビジネススキルを
兼ね備えた人材の
育成

 上流工程（コンサ
ル）の人材育成
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C :人的資本/知的資本－人材基盤・ノウハウ～A I・ビッグデータソリューション事業～

DesignDATA

19

セールスフォース認定
Tableauサービスパートナー

データ収集～解析～可視化技術
Webデータの活用をワンストップで支援

データ収集

データ整形可視化

解析

活用

データ収集領域
国内シェアNo.1

・売上予測等の時系列データ分析
・セグメンテーション分析/解約予測等の顧客データ分析
・レビューコメント分析/固有表現抽出等の自然言語処理
・その他、お客様の課題に応じた各種データ分析支援

データサイエンティストによる
データ分析支援

※株式会社富士キメラ総研
『ソフトウェアビジネス新市場 2021年版』

Webクローリング市場占有率2020年度

※2023年12月1日現在

※テキストデータ解析

データサイエンティスト比率 

38.5
％各業界のリーディングカンパニー

総務省、農水省、財務省、金融庁、
消費者庁など官公庁での導入実績

国内 No.1

プロジェクト
495 164

社 50%
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グループシナジーの追求

言語解析・
WOMインフルエンス ワードクロー

リング・ AI

国内最大の映画専門宣伝会社

PR
コンサルティング

PR
テクノロジー

PR
エグゼキューション

リードマーケティング

インフルエンサーマーケティング

60年の実績を持つPR会社

WEBコンテンツ制作・開発、
WEBサービス開発、広告運用、WEB

マーケティング

医療業界に専門性を持つPR会社

20
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E S G、SD Gsへの取り組み

3月17日は「みんなで考えるSDGsの日」
「み（3）んなでSDGsの17の目標について考えよう」という提言が由来
2020年、共同ピーアール株式会社総合研究所（PR総研）によって制定
記念日は、一般社団法人・日本記念日協会により認定、登録

2013年設立。
広報・PRの価値向上を目的に、SDGs（持続可能な開発目標）を踏まえたCSV
（経済的・社会的な共通価値創造）推進を通じ、日本経済の持続的・安定的成長
に貢献する調査研究機関。

【調査研究】 【セミナー/コンサルティング】

企業経営におけるダイバーシ
ティ＆インクルージョン、気候
変動対応、パートナーシップ促
進などSDGs各論へのコミット

・各種講座の企画・運営
・外部組織との連携

・危機管理広報
・上場準備会社の広報/IR支援
・メディアトレーニング
・組織内コミュニケーション向上
・パブリックアフェアーズ
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中期経営計画の目標

財務数値
FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

実績
(百万円)

売上比
(%)

前期比
(%)

計画
(百万円)

売上比
(%)

前期比
(%)

計画
(百万円)

売上比
(%)

前期比
(%)

計画
(百万円)

売上比
(%)

前期比
(%)

売上高 6,895 100 31.0 7,500 100 8.8 8,800 100 17.3 10,000 100 13.6

営業利益 840 12.2 16.8 1,050 14.0 24.9 1,300 14.8 23.8 1,600 16.0 23.1

親会社株主に帰属する
当期純利益 487 7.1 ▲6.3 580 7.7 18.9 730 8.3 25.9 900 9.0 23.3

中期経営計画（2024.1～2026.12）
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中期経営計画の目標

FY2023

（実績）
FY2024

（計画）
FY2025

（計画）
FY2026

（計画）

財務指標
（連結）

資本効率 ＲＯＥ １６.５％ １８.０％ ２２.０％ ２５.０％

収益性 ＥＰＳ ５６.５６円 ６６.９５円 ８０.００円 １００.００円

人的資本
（単体）

女性管理職割合 ３１.３％ ３５.０％ ３７.５％ ４０.０％

男性育児休暇取得率 ０％ １００％ １００％ １００％

男女間賃金格差 管理職 ９９．９％ ９５％以上 ９５％以上 ９５％以上

男女間賃金格差 非管理職 ９０．７％ ９３％以上 ９５％以上 ９５％以上
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24

業績推移と中期経営計画の目標

( 百 万 円 )

売上高・営業利益・営業利益率

赤字低迷期 谷社長就任
業績回復

コロナ禍
グループ
強化

中期経営
計画

売上高
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お問い合わせ先

I Rに関する情報

I Rに関するお問合せ

共同ピーアール株式会社 経営管理室

contactir@kyodo-pr.co.jp
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本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。
本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。
また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。
また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成していますが、当社はその正確性、
完全性を保証するものではありません。
本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身の判断と責任においてご利用されることを前提
にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

将来見通し等に関する注意事項

https://www.kyodo-pr.co.jp/investor
https://www.kyodo-pr.co.jp/investor/contact
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